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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　ザンビア国の地方医療現場では、脆弱なインフラ環境や検査技師の不足で必要な検査が実施できないことが
課題である。現在蔓延している三大感染症等の感染症のみならず、生活習慣病の増加も検査需要を増大させつ
つある。

【活動内容】
　操作が簡便な POCT 機器を開発し途上国への展開に意欲的な日本企業 (7 企業）と病院関係者（1 病院）と連
携し、ザンビア国へ専門家を派遣し医療施設と日本製医療機器販売代理店の視察も交えた現地研修を行った。
ザンビア国保健省関係者を上記の日本企業と病院及び小型無人飛行機メーカー（1 社）に招聘し本邦研修を行っ
た。

【期待される成果や波及効果等】
　医療現場のニーズが把握され、POCT 機器開発や展開に必要な知見が得られ、ザンビア国側との核となる検
査関係者との具体的な関係を構築できた。検査キットや医療機器に関する日本の法規制 - 承認体制や医療機器
の精度管理や使用状況に関する遠隔監視システムへのニーズが確認された。

2.　アフリカにおける POCT（Point of Care Testing: 
　　臨床現場即時検査）研修事業	

	 	 	 	 国立研究開発法人	国立国際医療研究センター（NCGM)

＜研修実施結果＞	
2015 年 11 月　専門家派遣（11 名）
　・POCT のセミナー開催
　・現地医療施設と日本の
　　医療機器販売代理店の視察
　・意見交換

2016 年 1 月　研修生受入（6 名）
　・各日本企業での PCOT 機器類
　　迅速診断キット及び小型無人飛行機
　　に関するセミナー開催
　・各企業の研究所や工場
　　病院検査部等及びデモ飛行の視察
　・意見交換　

国立国際医療研究センター
 国際医療協力局　　　　　　　　　　　　　
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シスメックス株式会社（兵庫県神戸市）
株式会社ティーティーエム（大阪市）
オムロンヘルスケア株式会社（京都府向日市）
 株式会社堀場製作所（京都市）
アークレイ株式会社（京都市）
栄研化学株式会社（栃木県太田原市）
デンカ生研株式会社（新潟県五泉市）
JA 新潟厚生連柏崎総合医療センター（新潟県柏崎市）
エアロセンス株式会社（東京都）
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